
人間の持っている想像力とはなんとすばら
しいものだろう。
想像力を働かせれば，大きなものも小さく
見えるし，小さなものも大きく見える。ゆ
っくり動いているものもすばやく動いて見
えるし，すばやく動いているものもゆっく
り動いて見える。皆さんは，日々楽しんで
いるだろうか。楽しむ秘訣は，楽しいもの
を見つけることではない。対象はどんなも
のでもかまわない，自分がそこにどんな楽
しさがあるかを発見することなのだ。

建築構造 I 研究室（松井ゼミ）

プロフィール
大学で建築学を学び，大学院では，建築物
の基礎構造や振動の研究に従事した。卒業
後，建設会社に入社し，研究所で耐震や耐
風構造の実験，研究にたずさわる。本学着
任後は，強風災害の低減を目指して，台風
や竜巻の被害調査に奔走している。
現在は趣味の時間が取れないのが悩みの種
ではあるが，高校時代はアマチュア無線、
大学時代は山岳サイクリングに明け暮れた。
1987年早稲田大学卒業，1989年同大学院
修士課程修了，同年清水建設入社，2002
年東京工芸大学工学部助教授に着任，200
8年同教授，現在に至る。

担当科目
建築構造力学II、建築構造力学II演習
建築構造I、建築構造I演習、
建築構造III、建築構造設計I、
建築材料構造実験A

専門分野

研究、実践活動

建築物を安全に機能的に設計す
るためには、台風や地震などの
自然現象がどのような性質を有
しているかを明らかにしなけれ
ばなりません。沖縄と関東地方
では台風の影響が異なるのは、
経験的にも理解できます。そこ
で台風をモデル化してその性質
を調べ、地域特性を加えたシミ
ュレーションにより、これから
建てる建築物に風がどう作用す
るのかを研究します。また、強
風時の建物の「ゆれ」を効果的
に抑える制振装置の設計方法に
関する研究を行います。
柔らかくそして力強く人間を守
ってくれる機能が備わった，本
当に安心してくつろげる空間を
つくるために必要な研究をして
います。

建築物に作用する
　 　　　　自然の力をとらえる

●　 建築構造
●　風工学
●　地震工学

松井　 正宏　 教授
Masahiro Matsui,  Profffessor


